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１－１ 飯田市の沿革 

   飯田市は、長野県の最南端に位置する伊那谷の中心都市である。諏訪湖に源を発し、伊

那谷を南下して太平洋に注ぐ天竜川の全長のほぼ中央に位置し、東に南アルプス国立公園、

西に中央アルプス県立公園をひかえ、豊かな自然、優れた景観及び四季に富んだ暮らしや

すい温暖な気候に恵まれている。伊那盆地の河岸段丘に位置する市街地から南アルプスの

山懐に抱かれる遠山郷までにわたる658.66平方キロメートルの市域に103,023人（平成29

年４月１日現在）の人口を擁し、地域に根ざした特色ある文化や産業活動が幅広く展開さ

れている。 

  現在の飯田市街は飯田城の城下町であり、街並みの様相から「小京都」と呼ばれてきた

が、昭和22年４月に市街地の３分の２を焼失する大火に見舞われた。以後面目を改め、防

火モデル都市、さらに近年は環境モデル都市として注目されている。 

  近世の太宰春台、近代の菱田春草、河竹繁俊、日夏耿之介等学芸の士の生誕地であり、

りんご並木のまち、人形劇のまちとして親しまれ、名勝天龍峡があり、豪快な天竜川下り

が楽しめるほか、遠山郷の霜月まつり、各地に伝わる獅子舞など、伝統文化が豊富な地で

ある。 

  昭和12年４月１日に飯田町と上飯田町が合併して市制を施行、以来、15町村と合併し、

今日の飯田市の市域を成している。 

  

「伊那谷の夜明け」とまで言われ、

多くの市民が期待していた中央自動

車道西宮線は、昭和50年８月23日に

中津川―駒ヶ根間が開通し、昭和57

年11月10日に全線開通となり、飯田

地方と中京圏、首都圏との経済、文

化の交流が飛躍的に拡大した。 

 また、東海地域と飯田を結ぶ三遠

南信自動車道においては、平成６年

３月29日に矢筈トンネルが、平成20

年４月13日には飯田山本ＩＣ―天龍

峡ＩＣ間が開通し、その後も全線開

通を目指しての建設が進行している。 

さらに、2027年開業予定のリニア

中央新幹線については、平成25年９

月にルート及び長野県駅が飯田市上

郷飯沼に設置される計画が公表され

た。三遠南信地域連携ビジョン等と

もあいまって、激的に近くなる首都

圏と中京圏との連結地域として本市

の果たす役割が期待される。 



２ 

 

１－２ 市議会の沿革 

 飯田市議会は、昭和31年に１市７か村を廃し、その区域をもって市制を施行したことに

伴い、旧市村の議員が引き続き市議会議員（総員149人）として在任、同年10月８日に臨

時会が開かれ、初代議長に代田源六郎氏、初代副議長に伊藤清氏が選出された。 

市議会議員の定数は、昭和32年３月12日の定例会において「飯田市議会議員の選挙区及

び各選挙区における議員の数に関する条例」（小選挙区制）を可決、以後、議員定数の見

直しと合併による増員などの変遷を経てきた。 

平成19年５月、新しい時代にふさわしい地方議会の在り方を模索する中で、市民にとっ

てわかりやすく開かれた議会を目指し「議会改革検討委員会」を設置した。委員会では、

「議員の在り方の変革を目指して」ほか５項目を議論する中、平成21年４月19日執行の議

員選挙から定数を29人から23人に削減し、常任委員会の所属についても複数所属とし、一

人の議員が二つの常任委員会に所属することとした。平成25年４月21日執行の議員選挙後

は委員会活動をさらに充実させるため、議員は一つの常任委員会に所属することとした。 

 

飯田市議会の近年の取組として最も注目されるのは、「飯田市自治基本条例」の制定で

ある（平成19年４月施行）。その端緒は、平成15年５月、政策立案型議会への転換を目指

した議会議案検討委員会の設置にある。翌16年５月20日には、市民を委員として「わがま

ちの“憲法”を考える市民会議」が発足、同会議は条例の制定に向けた研究を行い、同年

12月28日にその成果を最終答申書にまとめ、議長に提出した。市議会は翌17年５月に自治

基本条例特別委員会を設置し、２度にわたる地区懇談会及び議会によるパブリックコメン

トの実施を経た後、自治基本条例の案を平成18年９月21日に議会議案として提案し、全会

一致で可決した。 

この条例の制定を契機に、平成20年度から「議会による行政評価」がスタートし、開か

れた議会を実現するための「議会活動報告会」も同年度から開催され、「議会報告会」と

名称変更して継続している。平成23年１月から、条例中の「議会の役割」について議会に

よる検証が開始され、平成24年３月には、これまでの検討を踏まえ「議会改革・運営ビジ

ョン」を取りまとめ、常設の機関として「議会改革推進会議」を設置した。議会改革推進

会議では、１年をかけ課題として整理した29項目すべてを検討し、平成25年３月に「議会

改革・運営ビジョン実現に向けた取組み（まとめ）」として取りまとめた。 

その後、平成25年４月には議会報告会を含む広報広聴活動を充実させるため、「広報広

聴委員会」を設置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人形劇フェスタのイメージキャラクター「ぽぉ」です。太り気味の妖精でリンゴ並木に住ん

でいるそうです。 


